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我

々
の

ら
は
、

の
盛
田
昭
夫
が
著
し
た
著
書
で
、

ん
だ
の
が
「学
歴
無
用
論
」

で
あ
る
。

東
京
大
学
を
筆
頭
に
有
名
校
が
そ
の
志
望
校
の

対
象
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
、
今
で
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り

は
な
い
風
潮
で
は
あ
る
の
だ
が
。

盛
田
は
言
う
。

「大
学
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
勿
論
、
学
歴

を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。」

そ
れ
に
見
合
っ
た
「学
力
」
を
身
に
つ
け
て
い
る
か

が
問
題
な
の
だ
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
新
入
社
員
を
迎
え
る
入
社
式
の
席
上

「諸
君
が
ソ
ニ
ー
を
選
ん
で
く
れ
た
事
に
は
、
感
謝
す

る
。
し
か
し
、
君
達
が
ソ
ニ
ー
に
入
り
自
分
の
能
力
を

充
分
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
判
断
し
気
づ
い

た
時
に
は
即
刻
、他
の
企
業
を
選
択
し
て
い
っ
て
欲
し

い
。
嫌
々
自
分
を
殺
し
て
こ
の
会
社
に
居
て
も
い
た

ず
ら
に
無
駄
な
時
を
過
ご
す
事
に
な
り
、
お
互
い
に

大
き
な
損
失
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
」
と
、
言
っ

て
退
け
た
。

因
み
に
、
ソ
ニ
ー
の
人
事
資
料
に
は
出
身
校
の
記

述
は
な
い
。

◇
ホ
ン
ダ
宗

一部
の
６
因
子
（日
経
ビ
ジ
ネ
ス
）

①
　
失
敗
力
（試
行
錯
誤
で
夢
の
実
現
）

②
　
現
場
力
（現
実
を
見
極
め
る
）

③
　
集
中
力
（高
い
目
標
設
定
）

Ｇ
　
獨
創
力
（世
界
で
た
だ

一
つ
）

⑤
　
世
界
力
（ホ
ン
ダ
流
を
世
界
に
種
蒔
き
）

⑥
　
勝
利
力
（勝
利
へ
の
欲
求
）

こ
こ
に
ホ
ン
ダ
の
真
骨
頂
が
満
ち
満
ち
て
い
る
。
単

な
る
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
会
社
に
非
ず
。
世
界
の
ホ
ン
ダ

こ
こ
に
あ
り
。

◇
言
志
録
（言
志
四
録
・佐
藤

一斉
著
）

①
人
に
は
「寛
」
己
に
は
「厳
」
人
に
対
し
て
は
、
優
し

く
自
分
に
は
厳
し
く
対
処
せ
よ
。

ま
た
、
春
風
を
以
っ
て
人
に
接
し
、
秋
霜
を
以
っ
て

自
ら
を
粛
（い
ま
し
む
）
意
。人
に
対
し
て
は
春
風
の

よ
う
に
自
己
に
対
し
て
は
秋
の
霜
を
踏
む
よ
う
に
厳

し
く
己
を
見
詰
め
よ
。

②
人
の
短
を
言
う
勿
れ
、
己
の
長
を
説
く
勿
れ

意
・人
の
あ
ら
さ
が
し
を
す
る
な
。
自
分
の
自
慢
話

を
す
る
な
。
得
意
に
な
る
な
。

こ
れ
は
、結
構
難
し
い
事
で
は
な
い
か
。

人
間
誰
し
も
う
ぬ
ぼ
れ
は
あ
る
も
の
。
と
か
く
、
人

間
は
、
自
身
に
は
寛
容
で
他
人
に
は
、
厳
し
い
の
が
世

の
常
と
か
。

◇
益
者
三
友
、
損
者
三
友
（論
語
新
釈
）

①
直
（直
言
す
る
）
を
友
と
し
諒
（誠
実
で
裏
表
が
な

い
）
を
友
と
し
多
聞
（広
く
古
今
に
明
る
い
）
を
友
と

す
る
は
、
益
な
り
。

便
僻
（直
言
し
な
い
）
を
友
と
し
善
柔
（誠
意
が
な

（セ
キ
シ
ン
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

い
）
を
友
と
す
る
は
損
な
り
。

意
・益
者
と
は
、
正
直
、
誠
実
、

人
と
し
て
最
高
だ
。
損
者
と
は
、
体
裁
ぶ
っ
て
人
当
た

り
は
良
い
が
自
分
の
為
に
は
な
ら
な
い
。

果
た
し
て
、
友
人
と
は
何
か
。

友
人
、
優
人
、
有
人
、
勇
人
、遊
人
、
誘
人
、
一

幽
人
、融
人
、
湧
人
、
悠
人
、
郵
人
、
憂
人
、

自
分
を
取
り
巻
く
「ゆ
う
じ
ん
」
に
は
、
ど
の
タ
イ

プ
の
友
だ
ち
が
居
る
だ
ろ
う
か
。

真
の
友
人
を
求
め
る
に
は
自
分
自
身
が
相
手
に

と
っ
て
求
め
ら
れ
る
だ
け
の
力
量
を
ど
れ
だ
け
示
す

こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。

友
人
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
く
重
い
意
味
を
持
つ
荷

を
背
負
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
の
だ
。

◇
子
供
叱
る
な
（詠
み
人
し
ら
ず
）

こ
ど
も
叱
る
な

来
た
道
だ
も
の

年
寄
り
笑
う
な

行
く
道
だ
も
の

来
た
道
行
く
道
二
人
旅

通
り
直
し
の
で
き
ぬ
道

来
た
道
行
く
道
峠
道

山
坂
越
え
て
人
の
道

行
か
ね
ば
な
る
ま
い

ど
っ
ち
み
ち
。

人
生
の
機
微
を
こ
れ
ほ
ど
見
事
に
歌
い
上
げ
た
詩

は
未
だ
見
た
こ
と
が
な
い
。

◇
イ
ス
ラ
エ
ル
の
諺

「
一
人
の
老
人
を
亡
く
す
こ
と
は
百
科
事
典
１
冊

年
寄
り
笑
う
な
、
馬
鹿
に
す
る
な
。
老
人
を
大
切

ス
ィ
つ
。

◇
友
人
環
境
決
定
論
（岩
波
諺
辞
典
）

人
は
善
悪
の
友
に
よ
る
と
い
う
。
人
は
付
き
合
う

人
に
よ
っ
て
悪
に
も
善
良
に
も
な
り
う
る
も
の
だ
。
人

に
は
沿
つ
て
見
よ
、
馬
に
は
乗
っ
て
み
よ
。
と
も
か
く

も
、
人
と
は
付
き
合
っ
て
み
な
い
と
真
実
は
掴
め
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

類
は
友
を
呼
ぶ
。
と
言
う
諺
も
あ
る
。

自
分
の
人
生
を
有
益
に
過
ご
す
た
め
に
は
大
切
な

友
人
を
き
ち
ん
と
選
ぶ
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
な
こ

と
で
あ
る
。

◇
自
由
と
は
（随
想
録
・高
橋
是
清
著
）

そ
れ
人
間
に
二
種
の
自
由
あ
り
。
一
つ
を
任
意
の
自

由
と
言
い
、
一
つ
を
社
会
の
自
由
と
言
う
と
い
う
。
任

意
の
自
由
と
は
勝
手
気
侭
に
何
事
も
自
分
の
意
に
任

せ
、
さ
ら
に
傍
人
の
利
害
を
顧
み
ざ
る
を
言
う
。

社
会
の
自
由
と
は
、
他
人
の
権
利
を
妨
害
ぜ
ず
し

て
、
も
っ
て
一
身
至
当
の
自
由
を
得
て
不
覇
の
幸
福
を

全
う
す
る
を
い
う
。
到
底
遵
守
せ
ぎ
る
べ
か
ら
ぎ
る

も
の
な
り
。

真
の
自
由
と
は
他
人
の
自
由
を
侵
し
て
ま
で
行
な

う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
自
由
の
は
き
違
え
で
あ

る
。

◇
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
（坂
村
真
民
詩
）

何
事
も
、
常
に
心
に
思
い
を
念
じ
て
い
れ
ば
、
必
ず
、

成
就
す
る
も
の
だ
。
諦
め
ず
、
根
気
よ
く
、
粘
り
強
く

願
を
込
め
て
Ｇ

瀧
回
　
庸
行

そ
れ

前へ !」 という次世代への「タスキのつなぎ方」の哲学が重要であるc 本誌編集長

一　
を
失
っ
た
事
に
等
し

瀧口 庸行
(たきぐちつねゆき)

1937年生れ。

◇経歴 :園學院大學文学部卒 :ソ

ニー入社
◇主要著書:①経営実務大百科(ダ

イヤモンド社・執筆)②グループ運

営ノウハウ講座 (学研・共著)○教

育研修技法ハンドブツク (ビジネス

レポート・共著)0月刊総務(執筆)

◇研修実績 :①ソニー関連企業講

師②中小企業大学校講師(東京)O
日本経青年協議会・洋上研修講師

○群馬県中小企業団体中央会議師

⑤耀 経営畿 洋上研修講師

☆提言 :変革、多様性を恐れず、何ごとも常に「


